
平 成 3 0 年 度  第 6 2 回 農 業 実 験 実 習 講 習 会 案 内 
 

 

 

 科 目 会  場 期  日 実 施 項 目 講  師 事 務 局 

北
海
道 

農業と環境 
 

※教員免許状更新講習実施 

帯広畜産大学 

〒080-8555 

北海道帯広市稲田町西 2線１8番地 

TEL 0155-49-5776 

FAX 0155-49-5775 

7 月 30日（月）～8月 3 日（金） 
 

開講式 13時 00分 
閉講式 12時 00分 

1.ＧＡＰの概要 
2.ＧＡＰ、ＨＡＣＣＰ、ハラル認証の市場分析 
3.ＧＡＰのリスク評価、認証取得に関して 
4.農作物の高付加価値化 
5.農業機械のスマート化 
6.ロボットトラクター等視察 

帯広畜産大学 
教 授  佐藤 禎稔・仙北谷 康 
助 教  河野 洋一・窪田 さと子 

北海道帯広農業高等学校 
〒080-0834 
北海道帯広市稲田町西１線 9番地 

TEL 0155-48-3051 
FAX 0155-48-3052 

事務局長 教頭 佐藤 裕二 
E-mail: obino-z0@hokkaido-c.ed.jp 
    〔zの次は 0(数字の零)〕 

東
北 

食 品 化 学 
 

※教員免許状更新講習実施 

郡山女子大学 

〒963-8503 

福島県郡山市開成三丁目 25番 2号 

TEL 024-932-4848 

FAX 024-933-6748 

7 月 30日（月）～8月 3 日（金） 

 

開講式 13時 30分 

閉講式 11時 40分 

1.塩と健康 
2.食品の放射性物質の現状 
3.食品の放射性物質の分析 
4.エゴマの成分と利用について 
5.エゴマ油を含む食用油脂の加熱劣化並びに脂肪酸組成の分析 
6.和食、日本の伝統的な食文化 
7.食品の表示について 

郡山女子大学 

教 授 紺野 信弘・鍬野 信子 

准教授 影山 志保・菊池 節子 

講 師 郡司 尚子 

福島県立福島明成高等学校 
〒960-1192 
福島県福島市永井川字北原田１ 

TEL 024-546-3381 
FAX 024-546-3383 

事務局長 松崎 勝則 

関
東 

農業と環境 
 

※教員免許状更新講習実施 

宇都宮大学 

〒321-8505 

栃木県宇都宮市峰町 350 

TEL 028-649-5410 
FAX 028-649-5401 

8 月 6 日（月）～8月 10 日（金） 
 

開講式 13時 00分 
閉講式 12時 00分 

1.雑草の分類 
2.除草剤の生物検定 
3.農業害虫の薬剤抵抗性と飼育法およびその天敵類の観察 
4.植物ウイルスの診断 
5.植物病原菌の形態観察 

宇都宮大学 農学部 
教 授 夏秋 知英 
准教授 園田 昌司・西川 尚志 
助 教 煉谷 裕太朗 
宇都宮大学雑草と里山の科学教育研究センター 
教 授 小笠原 勝 

栃木県立栃木農業高等学校 
〒328-0054 
栃木県栃木市平井町 911 

TEL 0282-22-0326 
FAX 0282-22-0375 

事務局長 佐藤 信之 

北
信
越 

農業と環境 
 

※教員免許状更新講習実施 

石川県立大学 

〒921-8836 

石川県野々市市末松 1丁目 308番地 

TEL 076-227-7401 

FAX 076-227-7410 

8月 20日（月）～8月 24日（金） 
 

開講式 13時 00分 
閉講式 11時 40分 

1.農作物の育種・資源利用と食味官能試験 
2.食品微生物・衛生微生物の解析・検査のための基礎実習 
3.新しい食品加工（微粒子化技術・機能性脂質） 
4.フィールド科学の実践 
5.植物の細胞融合実験 
6.身近な環境における水質と大気の調査 
7.ＧＩＳを用いた環境点検地図の作成 
8.植物の病害虫防除と基本操作 

石川県立大学 

教 授 柳井 清治・斎藤 洋昭・長野 隆男 

准教授 高原 浩之・塚口 直史・皆巳 幸也 

    小 柳  喬・中口 義次・大谷 基泰 

    高居 恵愛 

石川県立翠星高等学校 
〒924-8544 
石川県白山市三浦町 500-1 

TEL 076-275-1144 
FAX 076-274-0732 

事務局長 蛭田 淳 

近
東 

農業と環境 
 

※教員免許状更新講習実施 

大阪府立大学 生命環境科学域 

〒599-8531 

大阪府堺市中区学園町１－１ 

TEL 072-254-9400 

FAX 072-254-9918 

8 月 6 日（月）～8月 10 日（金） 
 

開講式 13時 00分 
閉講式 11時 00分 

1.植物性バイオマスからのバイオエタノール生産の現状 
2.生物顕微鏡観察の基礎 
 身近な生き物の顕微鏡観察と使用後メンテナンス 
3.きのこに特有の成分とその利用 
 きのこの顕微鏡を用いた形態観察 
4.生物多様性の危機要因（外来種問題） 
 キャンパスビオトープにおける在来種・外来種の種組成の評価 
5.植物のバイオマス生産とその利活用 
 同化箱法を用いた植物光合成速度の評価 
6.畜産生産物と環境 
7.食中毒細菌の概要、細菌の性状観察 
8.教育研究フィールド及び植物工場見学 

大阪府立大学 生命環境科学研究科 

教 授 川口 剛司・向本 雅郁 

    山﨑 伸二・東條 元昭・今堀 義洋 

准教授 上田 光宏・渋谷 俊夫 

講 師 遠藤 良輔 

助 教 上田 昇平 

大阪府立園芸高等学校 
〒563-0037 
大阪府池田市八王寺 2-5-1 

TEL 072-761-8830 
FAX 072-761-9295 

事務局長 足立 享志 

四
国 

農業と環境 
 

※教員免許状更新講習実施 

高知大学 物部キャンパス 

〒783-8502 

高知県南国市物部乙 200 

TEL 088-864-5114 
FAX 088-864-5200 

8月 13日（月）～8月 17日（金） 
 

開講式 13時 00分 
閉講式 11時 30分 

1.地域の群集から見た生物多様性 
2.植物ホルモンの作用と農薬としての使い方 
3.農産物の甘さ測定の原理とその応用 
4.私たちの暮らしと水 
5.クローン動物と初期化 
6.特用林産物供給の新展開 
7.遺伝子組み換え作物、ならびに、DNAマーカーによる遺伝解析 
8.農作物・農業環境を対象とした機械計測実習 

高知大学 農林海洋科学部 
教 授 尾形 凡生・河野 俊夫 
    藤 原  拓・村井 正之 
准教授 伊 藤  桂・松川 和嗣・森 牧人 
講 師 松本 美香 

高知県立幡多農業高等学校 
〒787-0010 
高知県四万十市古津賀 3711 

TEL 0880-34-2166 
FAX 0880-35-6335 

事務局長 大原 弥 

九
州 

農業と環境 
食 品 化 学 

 
（※） 

鹿児島大学 農学部 

〒890-0065 

鹿児島県鹿児島市郡元 1-21-24 

TEL 099-285-8515 

FAX 099-285-3572 

8 月 6 日（月）～8月 10 日（金） 
 

開講式 13時 30分 
閉講式 11時 20分 

1.わが国農業と世界の食糧需給 
2.気象温暖化と稲作問題 
3.作物・園芸実験（色素分析） 
4.食品衛生の現状と課題 
5.食品加工（発酵・醸造） 

6.食品工場見学 
7.食品の健康維持機能 
8.地域農産物の高度利用 
9.微生物学・食品化学実験 
10.総合討論 

鹿児島大学 農学部 
教 授 橋本 文雄・高峯 和則・北原 兼文 
    石橋 松二郎・玉置 尚徳 
准教授 坂井 教郎・下田代 智英 
    紙谷 喜則・濱中 大介 
講 師 加治屋 勝子 

鹿児島県立市来農芸高等学校 
〒899-2101 
鹿児島県いちき串木野市湊町 160 

TEL 0996-36-2341 
FAX 0996-36-5035 

事務局長 西野 健一朗 

  ※申し込み用紙は公益財団法人全国学校農場協会 HP（http://www.nojokyokai.or.jp）からダウンロード可能です。 

  ※教員免許状更新講習を受講される方は別途申し込み用紙が必要です。（上記同様ダウンロード可） 

  ※九州地区の教員免許状更新講習については別紙受講者心得を確認してください。 

主 催 公益財団法人全国学校農場協会  受 講 料 無料 但し、印刷物等の資料費・実験材料費等、若干要することがある。 
後 援 文部科学省  宿 泊 所 各会場の担当事務局長が斡旋する。（別紙受講者心得を参照） 
協 賛 全国農業協同組合中央会 全国農業高等学校長協会  申込手続 希望する地区の担当事務局長に期限までに申し込みの上、詳細は受講者心得でも確認すること。 

目 的 
 

この講習会は、高等学校農業教育教職員の科学的農業技術の向上を図るために行う 
実験・実習の講習会である。(講義の講習会ではない) 

 申込期日 各会場とも、4 月 1 日（日）～6 月 1 日（金）※九州地区は 4 月 17 日（火）～7 月 17 日（火） 
 修 了 証 受講者には本会の修了証を授与する。 

受講資格 中(技術・家庭科・理科)高(農業科・家庭・理科)教諭、栄養教諭  単 位 大学を会場として行う場合、大学当局と交渉して 1 単位受けられることもある。 
定 員 各会場とも 30 名  準 備 受講者は、実験・実習用具および服装と、筆記用具等持参のこと。 
   注 意 この案内以外の印刷物を、支部や県が作成配布することを禁ずる。 
    教員免許状更新講習として受講する者は全講習受講を原則とする。 


